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令和６年度 第９回広陵町定例教育委員会 会議 

○ 開会及び閉会 

 

○ 出席委員の議席番号、職名及び氏名 

     （教育長）植村佳央、 １番委員：（教育長職務代理者）松井秀史、 

 ２番委員：岡野聡子、 ３番委員：臼井有香、 ４番委員：村田浩子 

 

委員の他、会議に出席した者の職名及び氏名 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

          

 

○教育振興部長  議案に入らせていただきます。議案の進行につきましては、教育長にお願い

します。 

 

議案（１）後援名義使用許可申請について 

（「第１７回 北葛城郡少年少女空手道選手権大会」） 

○教育長  後援名義使用許可申請についてでございます。 

第１７回北葛城郡少年少女空手道選手権大会、北葛城郡の空手道連盟から出ております。教育

総務課指導主事、説明をお願いします。 

○教育総務課指導主事  北葛城郡空手道連盟より「北葛城郡少年少女空手道選手権大会」の

申請が出ております。２７ページをご覧ください。目的は、青少年育成事業の一環として青少

年の空手道技術習得の発表の場とする、ということです。実施日は令和７年２月２４日で、９

時から１７時までです。実施場所は王寺町コミュニティセンター「いずみスクエア」で、参加

対象者は幼稚園児、小学生、中学生約１５０名、入場料は無料ですが、大会参加費は１種目２，

０００円、２種目４，０００円です。２８ページから３０ページには実施要項、３１ページに

は予算案、３２ページには役員名簿、３３ページ、３４ページには昨年度の大会パンフレット

の一部が添付されています。以上です。ご審議お願いします。 

○教育長  ありがとうございました。教育総務課指導主事から説明をしていただきました北葛

城郡の少年少女空手道選手権大会について、質問又はご意見等ございましたらお願いします。ど

うでしょうか。これにつきましては、昨年度も承認していただいていると思いますが、質問もし

くはご意見がございましたらよろしくお願いします。委員Bさん、お願いします。 

○委員B  内容面を見ましても、問題ないと思いますが、一点、すいません。２７ページ５番
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目の実施場所がコミニュニティセンターとなっていますが、３１ページでは会場が王寺町防災セ

ンターとなっているんです。どっちなのかな。書類上合わせておいていただけたらと思います。 

○教育長  ありがとうございます。王寺町のいずみスクエアとコミュニティセンターは一緒な

んですが、訂正しておいてもらえたらと思います。 

○委員B  内容は全く問題ないと思います。 

○教育長  他、ございませんか。 

○委員A  よろしいですか。この大会は県大会、近畿大会と、上位大会に繋がるんですか。こ

れ単発で北葛城郡空手道選手権大会だけなんですかね。内容としては別に何の問題もないんです

けど。 

○教育長  確かこれは北葛城郡だけのことだったと思います。県は県でまた別に選手権大会を

行っていて、これが県に繋がるとかいうわけではなかったように思います。 

他にございませんか。それでは承認とさせていただきます。ただ、標記誤り等がございますの

で、事務局にまた連絡等をお願いします。 

 

議案（１）後援名義使用許可申請について（「国際交流＆イングリッシュキャンプ」） 

○教育長  続きまして、国際交流＆イングリッシュキャンプ、宮城復興支援センターからです。

これは今年２月に出してこられて保留になったものです。それが再度申請してこられました。教

育総務課指導主事、説明をお願いします。 

○教育総務課指導主事  宮城復興支援センターより「国際交流＆イングリッシュキャンプ」

の申請が出ております。３５ページをご覧ください。事業の目的は、・宮城復興支援センター

の名称で事業を継続活動することにより、子どもたちや保護者が災害の危機意識・防災意識の

向上をしてもらうきっかけになる。・事業の中で自分の命を守ることの大切さのアクティビテ

ィを実施する。・事業の中で留学生や海外留学経験者との交流により「世界は広いということ

や世界には様々な文化、習慣、考え、容姿の違い」などがあることを体験してもらう。・事業

の中で留学生や海外留学経験者との交流により「英語が話せると世界が広がること、楽しくな

る」ということを体験してもらう。などです。宮城復興支援センターが行っている復興支援

は・毎回のキャンプへの被災児童無償招待・留学生による小学校への無償出前授業・小学校で

の防災無償出前授業などです。イングリッシュキャンプの開催日は、令和７年３月２２日（土）

～２３日（日）と７月５日（土）～６日（日）の２回で、会場は和歌山県立白崎青少年の家で

す。参加対象者は小学１年生から６年生で、参加費用は、各回被災児童１０名無償、被災児童

以外は有償で２７，３００円、定員は各回、無償・有償あわせて１１０名です。４１ページと

４２ページに収支予算書、４３ページに宮城復興支援センター役員名簿、４４ページから４７

ページに宮城復興支援センターの定款及び団体概要及び活動実績が、５３ページに参考として

２０２３年度のチラシが添付されています。昨年度（今年の２月）にも宮城復興支援センター

から同じような申請が出ておりまして、３月の定例教育委員会で審議いただき「保留」となり、

その後も連絡が取れずに保留のままでした。北葛城郡の他の３町に対応を聞かせていただくと、

王寺町は本町と同じく昨年度保留のままで、今年度も保留状態になるのではないか、とのこと

です。上牧町は書類に不備がなかったので承認し、今年度も特に問題がないので承認するであ

ろうとのことです。河合町は昨年度申請が出されてなく、今年度は今のところ保留状態である

とのことです。以上です。ご審議お願いします。 

○教育長  教育総務課指導主事から説明をしていただきました。かなり申請書類がございます

ので少しお時間を取ります。ご覧いただいて、何か質問またはご意見等がございましたらお願い

します。  

委員の皆さん、いかがでしょうか。ご質問等がございましたらお願いします。委員Bさん、お

願いします。 
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○委員B  はい。何点かあります。まず３５ページの入場料等ですが、１泊２日２７，３００

円「～」なのか、２７，３００円なのかどっちなのかなと。３６ページには２７，３００円で

「～」にはなっていない、これは単なる誤字でしょうか。それを確認していただきたいです。前

回は何を確認してもらおうと思って連絡が途絶えたんでしたっけ。 

○教育総務課指導主事  前回は、詳しい日程が書かれていないということで確認の電話をかけ

ても繋がらなかったらしいです。そこでメールで質問をしても返信がなく、返ってきたのが５月

の終わりぐらいで、６月５日までには回答しますという内容であったのですが、その後何も連絡

がなかったということです。結局連絡取れないままこの令和６年度の分は終わってしまったとい

う形になっております。 

○委員B  ありがとうございます。連絡が取れないとかちょっと不安ですよね。さっき、携帯

電話でこの宮城復興支援センターイングリッシュキャンプで調べたら、ヤフー掲示板みたいなと

ころに「返金依頼しても返ってきてない、警察に連絡すべきですか」みたいなことが書いてあり

まして、その口コミ内容を見ましても連絡が取れないって、事務局に電話を何回かけても取らな

いっていうことも書かれているんですね。これは単なる口コミなのですけれども、ちょっと不安

かなというところがあります。 

○教育総務課指導主事  今回送られてきた書類にも「電話対応しかねます、連絡ある場合はメ

ールでお願いします」というようなことが書かれていました。対応する人数が少ないというよう

な理由でそのような文言になったのかなと思います。 

○委員B  それにしましても、やっぱり事業規模が３００万円近い規模でもありますし、結構

大人数動かされてるじゃないですか。組織化されておらず、連絡取りたくても電話を取っていた

だけないような状況のところにちょっと後援名義を広陵町として出すというのは不安な面が私は

非常にございます、ということを一言申し添えさせていただきます。 

○教育長  はい、ありがとうございます。委員Bさんからは、いろいろ不安材料があるのでは

というご意見ですが、他の委員さんはどうでしょうか。 

○委員A  よろしいですか。今のヤフーのコメントとか聞くとね、あれっと思ったんですけど、

ＮＰＯ団体というのは全く報酬なしでやっておられる方々もいて、事務所に常時人を配置してお

くというのは難しい状況があると思って。私も今ＮＰＯに関係してるんですけど、そこでは１週

間に１回だけ行ってもらう方がおられて、その方にメール点検と留守番電話の点検してもらって

るんですね。だから電話対応が難しいというのは、なるほどＮＰＯ団体でありがちなことだと思

って聞かせていただきました。だから、ヤフーのコメントがなかったら私も全く問題なく賛成な

んですけど、何かそういう話があったので、ちょっとそれは気になるところだなと思います。Ｎ

ＰＯっていうのは、本当に何か社会のためにやりたいという意思を持った方々がやっておられる

んだけれど、いろんな都合で、事務所もちゃんとあるのかどうかわからないような状態でやって

おられるところもあると思います。資料を見ると、結構しっかりしてると思いますし、宮城復興

支援センターという名前を名乗ること自体、そんなに簡単にできることじゃないと思うんです。

だから内容そのものは、後援してあげてもいいのではないかなっていう気はしています。 

○教育長  委員Dさん、お願いします。 

○委員D 先ほどのお話を聞かせていただくと心配な面はありますが、４６ページに宮城復興支

援センターの活動実績を結構挙げておられるようなものが見られるんですが、ここまで疑ってし

まうと何を信じていいかわからないですし、この辺りに問題がなければ認めていいと思います。 

○植村教育長  ありがとうございます。委員Cさんはどうですか。 

○委員C  メールにも返事がないっていうのがちょっと気にはなるんですけど。電話が繋がら

なくても、メールのレスポンスが即時ではなくても、それこそ１～２週間した頃には何らかの連

絡があればいいのですが、それがないから特に返金の問題とかだったらそういう口コミにも繋が

ってしまう。なので、そういった問題がないのかという確認はしといてもらった方がいいのかな
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とは思います。その上で問題がなければとは思います。でもこれ、書いてらっしゃるところでは、

たくさんボランティアも集めておられるし、活動をされてるような書き方だなとは思うんですけ

ど、それで連絡が来ないっていうのはちょっと不思議ではありますね。参加された方のお話とか

聞けたらいいのにと思ってしまいますね。 

○教育長  はい、ありがとうございます。４８ページから活動報告があるのですが、そんなや

やこしい団体であればここまで書かないのではないかとは思うのですが。 

○委員A  ＮＰＯ団体は１年に一度、必ず県に会計報告がされているんです。私は、これを何

か粉飾して出しているように思わないのですが、もし、どうしてもと言うのであれば宮城県の県

庁に確認していただければと思いますけど。 

○植村教育長  はい、ありがとうございます。宮城県に復興支援センターの内容ついて確認を

していただけたらなということです。それと、後援申請予定の中に県教育委員会、県内各市町村

教育委員会と入ってますので、奈良県の方にも確認をしていただいて、問題なければもうＯＫか

なと思うのですがどうでしょう。 

○教育総務課指導主事  昨年度、奈良県にも申請して保留になっています。なかなか連絡がつ

かないという理由だから、おそらく今年も同じような形になるかなと思います。 

○教育長  申請書に記載されているのは、この代表者の携帯電話番号ですよね。 

○教育総務課指導主事  代表者は昨年度とは違う方の名前なのですが、電話番号は同じだった

と思います。 

○教育長  委員の皆さまからいろいろと懸念事項の指摘がありました。事業実施の３月までま

だ少し期間はありますので、その辺を確認のうえ問題ないようでしたら承認ということでよろし

いでしょうか。ありがとうございます。一応保留という形となりますが、確認をしていただいた

内容を含めて１月に報告してください。 

○教育総務課指導主事  はい。 

 

議案（１）後援名義使用許可申請について（「ヒューマンアカデミーロボット教室」） 

○教育長  続いて、ヒューマンアカデミーロボット教室についてでございます。教育総務課指

導主事、お願いします。 

○教育総務課指導主事  ヒューマンアカデミー株式会社から「ヒューマンアカデミーロボッ

ト教室」の申請が出ております。５４ページをご覧ください。事業の目的は、小学生を対象と

したＳＴＥＭ教育の体験を通じ「プログラミング的思考、論理的思考力、主体性や知的好奇心」

など様々な能力を身につけるために地域性を育む活動・促進へ貢献すること、また、学習指導

要領改訂に伴い、今後どのような能力が必要とされるのか保護者と一緒に理解を深め、重要性

を考えるきっかけにしてもらうということです。５６ページから６７ページは概要・趣旨企

画・事業計画書になります。令和７年１月１１日（土）から３月３１日（月）までの期間で２

０回程度実施予定です。各回定員は５名以下、対象は小学１年生から６年生となります。会場

は５４ページに記載のとおり広陵町１カ所、香芝市３カ所の計４カ所です。６８ページ及び、

６９ページには昨年度のチラシが、７０ページには収支予算書が、７１ページから７９ページ

にはヒューマンアカデミー株式会社の定款が添付されています。ご審議お願いします。 

○教育長  ありがとうございました。ご確認をお願いします。 

○委員B  では、また私から。これは委員Cさんがおっしゃった方がいいのかもしれないんで

すけれど、まず、収支予算書のところの収入が記載されていないので、記入していただいた方が

いいと思います。それと、後援名義を許可するかどうかということに関しましては、皆さんで考

えて既にルールを決めましたが、公益性というものに対してどう考えるかということで、対象人

数が２，３人とか、１０名以下の場合は複数回重ねるとかいうところに公益性をどう導き出すん

だという議論もこの１年ぐらいあったと思います。その観点から考えると、各回５名とおっしゃ
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ってて、それを２０回とするということに対して名義を与えるのはどうなのかというところが、

ちょっと私の心に引っかかる部分ではあります。教育内容でプログラミングはすごく重要だと思

うので、内容に関してっていうところは別に異議とかは一切ございません。ただ、その公益性と

いうものに対して後援名義をつけるという議論がずっとありましたので、その辺りをまたご意見

交換させていただければと思います。 

○教育長  ありがとうございます。今、委員Bさんから話がありましたが、一番の問題は公益

性だということですね。人数が少なすぎるのではないかということですが。回数は何回かあるけ

れど、大体５名前後ということなんですね。 

○教育総務課指導主事  各回５名以下ということで記載がありました。 

○教育長  ５名というとかなり少ないですね。別に後援を出さなくても、チラシを配ったら５

名ぐらい集まりそうな気もしますが。 

○委員A  資料６４ページの一番下に「設定した定員を大幅に超える問い合わせや申し込みが

あった際には、延長して体験会事業を実施してまいります」ということがあるので、人数につい

ては多ければ対応したいという意欲は持っておられる気がしますけどね。 

○委員C  １回の人数が少ないのは多分丁寧に対応したいがためのことなのかなとは思うんで

す。４、５人で２回とか３回だったらどうかなと思うんですけど、２０回以上実施するというこ

とですよね。そうなると、延べでは１００人程の子どもたちの対応をしてくださるということで、

公益性の問題はクリアしてるのではないかなという思いはあります。 

○委員A  公益性ということですけれど、事業をスタートして啓発していこうというときに、

最初は少ないけれどももう１回やってみる、その反応を見ながらやっていこうという方向性であ

れば、私は１回目で５、６名であっても、その趣旨目的あるいは実施する事業については認めて

あげてもいいんじゃないかと思いますね。それが一つの刺激となって広がっていく、例えばこの

種のロボットに関する事業もだいぶ広がってきましたけど、まだこの辺りでは、特に私が住んで

る地域では子どもたちが接するという機会がありません。そういうことに子どもたちが目を向け

る一つのきっかけになるということであれば、公益性という意味は人数だけで判断しないでその

事業の広がり、あるいは事業の意味合いをきちんと踏まえた上で判断していくというふうにして

いってはどうかという気がしますね。 

○委員B  本当に委員Aさんがおっしゃるとおりなんです。もう一点私が危惧するところは、

これが例えば名もなきＮＰＯさんが実施されてるということだったら、スタートアップとして応

援しなきゃとかそういう気持ちに素直になれる。でも、今回の申請者さんは巨大企業で、いろん

な事業されてて、この名前を貼ってあるだけで国民からの信頼もありますし、どうして後援名義

をもらわなければならないのかなっていうふうに思ってしまいました。 

○委員C  多分ですけど、小学校、幼稚園にチラシを配りたい。 

○委員B  チラシ配るじゃないですか。それでまた、勧誘活動が行われてれるんじゃないかっ

ていういつものパターンに入っていくっていう、そこが一番危惧するんですよね。結局、お金の

ある子どもは行きますし、お金のない子どもは行かないという感じになってくるんでしょうけれ

ども、一企業に対して後援をするというのがどうなんだろうかという、そこに引っかかりがある

だけです。 

○委員C  去年、委員Aさんがおっしゃったみたいに、無料でできるから行ってみようってい

う子どもが行く分にはいいんじゃないかというご意見があって承認させてもらったと思うんです。

過去にやってる中で、もしトラブルが出てくれば、それはもう絶対に駄目だとは思うんですけど

去年も特にトラブルがないっていう状況であれば、私はいいのかなと思います。チラシ配ったら

テンション上がる子どもがちょっとでもいるんだったらいいかなと思ってます。 

○教育長  ありがとうございます。委員Dさんどうでしょうか。 

○委員D  一企業の後援っていうところに私も引っかかりはするんですが、１年間議論されて、
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その中で特に問題がなかったということだったり、６５ページのアンケート集計結果を見ると良

い評価を得ている。ロボットっていうことが子どもたちにとっても興味の対象となってきている

時代ですので、いいのではないかと思います。あとは６４ページのご紹介のところです。「その

後、もし通常の本コースの説明を強く希望される方がいらっしゃった場合のみ、トラブルを避け

る為、補足として弊社ロボット教室の説明をすることがあります。」と何か煮え切らない書き方

をされてるなと思ったりしますが、もしも私がこのチラシを見たら、子どもが行きたいと言えば

行かせてみたいな、今まで問題が起こってないのであれば、いい機会かと思います。 

○教育長  ありがとうございます。若干の懸念材料はあるものの、承認してもいいのではない

かと捉えています。ただ、収支予算書については、収入がゼロということは基本的にはあり得な

いことですので、ここはもう一度確認をしていただけたらと思います。それと、委員Bさんから

公益性についての問題は出ましたが、委員Aさんと委員Cさんからは、５名だが回数を重ねてい

るということでクリアできるのではないかというご意見もございましたので、承認という方向で

いいのかなと思います。他の委員さん、よろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。そ

れでは、収支予算書の確認をしていただいた上で承認ということでお願いします。 

 

議案（１）後援名義使用許可申請について（「町民の保育士資格試験講習会」） 

○教育長  次に、町民の保育士資格試験講習会について、ひまわり学園真美ケ丘自立訓練校か

ら申請が出ております。教育総務課指導主事、お願いします。 

○教育総務課指導主事  ひまわり学園真美ケ丘自立訓練校から「町民の保育士資格試験講習

会」の申請が出ております。８０ページをご覧ください。ひまわり学園は利用者の心身の状

況・病歴を踏まえて家庭的な雰囲気の中で自立した日常生活を営むことができるよう通所訓練

を行い、利用者の心身の維持・向上を図る施設で、畿央大学の先生と連携を取りながら不登校

問題にも関わっているとのことです。今回の保育士資格試験講習会の目的は、町内の学童保育

所、フリースクール、児童発達支援サービス事業を希望する人を対象に保育士資格試験講習会

を行い、町内の保育士不足の解消を図るということです。開催場所は役場近くのひまわり学園

２階教室で、実施日時は令和７年１月１２日（日）から６月２９日（日）で、週１回午後１時

から約２時間、全２０回です。対象は保育士資格取得希望者で受験資格をもつ人、定員は２５

名ですが、応募者多数の場合は午前の部、午後の部に分けると最大５０名まで可能とのことで

す。希望者の集め方は、町内の学童、保育所、フリースクール等に案内を出したり、町民全体

にチラシ宣伝等を行ったりする予定です。８１ページに配布予定のチラシ案、８２ページに収

支０円の予算計画が添付されております。以上です。ご審議お願いします。 

○教育長  ありがとうございました。教育総務課指導主事から説明がありましたが、何か気に

かかる点がありましたら質問等お願いします。委員Cさん、お願いします。 

○委員C  質問ではないんですが、これは初めて出された感じですよね。というのも、まず半

年実施してみて、好評なら町教育委員会と協議して継続を予定しているっていうのが８２ページ

に書かれておりますので、初めてされる。これ、本当に無償で半年間、毎週日曜日してくださる

のかなって、これが本当ならすごくありがたい話だって思ったんですけど。 

○教育総務課指導主事  はい、初めてだと聞いておりますし、講師の方はボランティアで無償、

ただし、テキスト代はいただくというふうに聞いております。 

○委員C  ひまわり学園さん自身は建物もわかってますし、特別支援の方に私も実際お世話に

なってますので、そこは問題ないかと思いますので、私はいいんじゃないかと思います。 

○委員A  内容はこれでいいと思うんですけど、受験資格が高校卒業というのと、短大卒以上

っていう二つがありますけど、保育士さんというのはこの講習を受けるだけで、実習とかそうい

うことを経て試験を受け合格するというそういうシステムではないんですか。教員免許は普通、

学力とあとそれから実習をちゃんとクリアしていく必要がありますよね。保育士の場合はちょっ
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と私わからないんですけど、どうですかね。これだと講習だけですね。実技とかはないですね。 

○委員C  案内のその他のところに「実技の実施講習会があります」と書いています。試験は

あるんじゃないですかね。科目試験のためのものをしますという意味かなと思います。 

○委員A  実技講習会がありますので、各自自由参加、これもここでやっていただけるという

ことなんですかね。これは違うんですよね。この書き方はどうでしょう。これは講習が終われば

各自対応してくださいという意味ですかね。 

○教育長  科目試験合格後ですね。 

○委員A  実技は、ここではやらないということなんでしょうか。実技講習は別途どこか実施

されてるところで受けてくださいという意味ですかね。 

○教育総務課指導主事  そうだと思います。ここでは勉強をして、その後試験を受けて合格す

れば実技試験を受ける資格を得て、それを受けていくという形になるわけです。そういう教養を

身につけるための講習会という形になります。 

○委員A  はい、わかりました。 

○教育長  それでは特に不承認というご意見がございませんので、承認ということでよろしい

でしょうか。 

○委員B  一点だけ。受験資格のところなんですけど、１．平成３年３月までに高校卒業と、

２．短大卒以上で保育士試験を受けて資格を取るという形なので、平成８年３月３１日に保育科

の高校を卒業している場合は受験資格があるとか、何か細かいいろんな規定が変わってる部分が

あると思うので、ちょっとそこの受験資格の件も書いといてあげた方がいいんじゃないかなって

いうふうに思いました。高校に保育科っていうのができてますので、その保育科卒業してなかっ

たら認定の実務経験がないと受験できないとか、そういう規定があるんですよ。ちょっとその辺

りを付記みたいな形で書いておいてあげたら親切なんじゃないかと思いました。 

○教育長 ありがとうございます。受験資格のことについて一度確認をしていただいてというこ

とですのでお願いします。それでは承認ということでよろしくお願いします。 

 

議案（１）後援名義使用許可申請について 

（「広陵町文化芸術協会１周年記念〝文化のつどい〟」） 

○教育長  最後に、広陵町文化芸術協会１周年記念文化のつどい教育総務課指導主事、お願い

します。 

○教育総務課指導主事  広陵町文化芸術協会１周年記念文化のつどい実行委員会から「広陵

町文化芸術協会１周年記念文化のつどい」の申請が出ております。８３ページをご覧ください。

今年の２月２５日に文化芸術を愛する人々の活動を通じて、個人並びに文化団体の親睦・交流

を深めるとともに、広陵町の文化芸術の振興・発展と文化の薫り高い、魅力ある町づくりに寄

与することを目的に、文化芸術協会を設立し、その設立1周年を記念して「文化のつどい」とし

て「フラダンス」「コーラス」「日本舞踊」「尺八」「箏曲」の発表などを行うとのことです。

開催日時は令和７年３月２０日（木・祝）の１３時３０分から１６時まで、会場は広陵中央公

民館かぐや姫ホールで、参加費は無料です。８４ページに実施要項、８５ページに収支予算書

が添付されております。以上です。ご審議お願いします。 

○教育長  教育総務課指導主事から説明がございましたが、広陵町文化芸術協会１周年記念文

化のつどいの後援名義使用についてでございます。これについては今年の７月にもつどいがあり、

今回が２回目ということになっております。どうでしょうか。 

○委員B  私は問題なく大丈夫だと思います。 

○教育長  他の委員さんはよろしいでしょうか。では、承認ということでお願いします。後援

名義使用承認申請については以上でございます。 

○教育総務課指導主事  すみません、先月の定例教育委員会で後援名義使用承認申請が出てお
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りました「おみせやさんごっこ～はたらくってなぁに～」についてご指摘いただいた点につきま

して、申請者に確認した内容を報告します。まず、勧誘行為については「一切ございません。」

と即答されました。次に、会場が田原本町の青垣生涯学習センターであるのに、なぜ広陵町に申

請を出したのか、田原本町と広陵町以外に申請を出しているところはないのかと尋ねたところ、

「小学校１年生から４年生までの児童数が２，０００人程度になるように地域を選定しており、

広陵町の方が児童数が多いので、本来は広陵町で行いたかったのですが適当な場所がなかったの

で田原本町で開催することになりました。田原本町と広陵町以外には申請は出していません。」

という返答でした。以上です。 

○教育長  はい。先月の後援申請の案件ですね。指摘事項について確認いただきましたが、そ

れでよろしいでしょうか。ありがとうございました。 

それでは、これで議案を終わらせていただきます。 

 

そ の 他 （１）いじめ防止標語の選考について 

○教育長  次に、その他です。いじめ防止標語の選考について、教育総務課（学校支援室）

指導主事、説明があればお願いします。 

○教育総務課（学校支援室）指導主事  委員の先生方の机上に、いじめ防止標語の選考につい

て３枚とじの別紙を置かせていただきました。小学校４年生、それから２枚目が５年生、そして

３枚目に中学校２年生の各校の代表作品を載せさせていただいております。その中から、それぞ

れの学年の最優秀作品を１点選びたいと思っておりますので、一番いいなと思うものを、それぞ

れの１枚目２枚目３枚目のところに丸を打っていただきまして、今日帰りまでに私まで提出いた

だきたいと思います。発表につきましては来月人権を確かめ合う日の１１日はちょうど休日にな

りますので、１月１０日に発表したいと思っております。表彰式につきましては、この最優秀作

品の作者である子どもたちと日程が合いましたら、２月の定例教育委員会の後に行いたいと思っ

ております。またご協力のほど、よろしくお願いいたします。以上です。 

○教育長  ありがとうございます。最優秀のものをそれぞれ選んでいただけたらと思いますの

でよろしくお願いします。 

他に、何かございませんか。それでは、１２月の定例教育委員会を終わらせていただきます。 

 

次回教育委員会及び総合教育会議開催日程について 

※次月の諸行事等を確認し、日程調整した結果、定例の教育委員会は１月２９日（水）午後１時

３０分から広陵町役場 ３階 第一委員会室において開催することを決定した。 

 


